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選
挙
後
初
の
臨
時
会
が
11
月

14
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
の
う
ご
き

平
成
20
年

第
4
回
臨
時
会

太
鼓
の
音
に
続
き
、
上
島
町
の

未
来
を
訴
え
る
声
が
海
や
山
に
残

響
と
な
り
、
実
り
の
秋
を
迎
え
ま

し
た
。

本
日
は
、
平
成
20
年
第
４
回
、

新
体
制
に
な
っ
て
初
め
て
の
臨
時

議
会
を
招
集
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

全
員
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
上
島
町
政
２
期
目
を

担
う
誉
れ
に
対
し
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
度
の
選
挙
に
お
き

ま
し
て
町
民
の
皆
様
方
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
支
持
に
よ
り
、
再
選

の
栄
誉
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
今

月
７
日
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
改

め
て
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
員

の
皆
様
並
び
に
町
民
全
て
の
皆
様

上
島
町
議
会

上
村
町
長
の

所
信
表
明
あ
い
さ
つ

に
、
こ
の
場
を
お
か
り
致
し
ま
し

て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
今
議
会
は
町
長
就
任
後

最
初
の
議
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
私
の
町
政
に
携
わ
る

所
信
を
披
瀝
し
、
議
員
各
位
を
は

じ
め
町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

町
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

私
は
上
島
町
を
「
世
界
に
誇
れ
る

ふ
る
さ
と
」
に
し
た
い
と
い
う
理

念
の
基
、
選
挙
期
間
中
に
繰
り
返

し
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
、「
思

い
や
り
の
あ
る
　
健
康
・
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」「
活
力
あ
ふ
れ
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」「
心
豊
か

な
　
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
づ
く
り
」「
地
方
分
権
に
ふ

さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
重
ね

て
公
約
の
柱
と
し
、
更
な
る
変
革

と
発
展
の
た
め
常
に
改
善
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
日
ま
で
の
４
年
間
で
、
こ
の

４
つ
の
変
化
は
明
確
な
形
と
し
て

町
民
の
皆
様
に
お
示
し
で
き
た
も

の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、
世

界
の
政
治
経
済
状
況
や
国
の
動
向

あ
る
い
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、

柔
軟
性
を
持
っ
た
応
用
力
や
提
案

力
そ
し
て
即
決
力
の
あ
る
役
場
組

織
の
再
構
築
が
最
も
効
果
的
で
す
。

私
は
、
現
在
の
役
場
職
員
の
評

価
制
度
に
残
る
年
功
序
列
を
根
底

か
ら
見
直
し
、
企
画
立
案
力
や
積

極
性
を
評
価
す
る
人
事
考
課
制
度

や
、
目
標
の
達
成
度
に
よ
っ
て
評

価
す
る
目
標
管
理
制
度
な
ど
の
能

力
主
義
を
平
成
21
年
度
中
に
導
入

し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
当

初
を
目
標
に
総
合
支
所
方
式
を
分

庁
方
式
に
移
行
し
、
各
島
に
適
切

な
課
を
集
中
さ
せ
る
と
共
に
情
報

通
信
基
盤
整
備
事
業
に
よ
り
今
年

度
中
に
敷
設
さ
れ
る
光
フ
ァ
イ
バ

ー
網
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で

無
駄
の
な
い
効
率
の
良
い
組
織
に

改
善
し
ま
す
。

さ
て
上
島
町
の
財
政
は
、
町
民

の
皆
様
の
ご
協
力
と
職
員
の
工
夫

に
よ
り
健
全
化
の
方
向
に
進
み
、

安
定
し
た
運
営
を
保
っ
て
い
ま
す
。

「
１
４
０
億
円
の
借
金
」
と
い
う

言
葉
が
独
り
歩
き
し
て
い
ま
す
が
、

昨
年
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
等
で

ご
説
明
し
た
よ
う
に
１
４
０
億
円

と
い
う
の
は
民
間
の
借
金
と
は
異

な
り
、
公
債
費
償
還
現
在
高
を
示

す
数
字
で
あ
り
、
こ
の
内
国
か
ら

の
地
方
交
付
税
と
し
て
６
割
か
ら

７
割
が
交
付
さ
れ
る
有
利
な
借
り

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

自
ら
の
財
源
か
ら
は
４
割
か
ら
３

割
の
返
済
で
良
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
も
ち
ろ
ん
公
債
費
償
還
額
が

ゼ
ロ
に
な
る
ほ
う
が
良
く
、
そ
の

解
決
策
と
し
て
は
生
活
基
盤
で
あ

る
海
光
園
・
保
育
園
・
給
食
セ
ン

タ
ー
・
公
営
住
宅
・
港
湾
・
道
路

整
備
な
ど
で
新
た
な
借
入
を
し
な

い
こ
と
、
す
な
わ
ち
イ
ン
フ
ラ
整

備
へ
の
投
資
を
何
年
か
全
く
行
わ

な
い
こ
と
が
近
道
で
す
が
、
当
然

に
そ
の
よ
う
な
愚
策
は
上
島
町
の

機
能
を
麻
痺
さ
せ
立
ち
直
れ
な
く

し
て
し
ま
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
も
民
間
の
会
社

と
同
様
、
成
長
す
る
た
め
の
投
資

が
必
要
で
す
。
上
島
町
は
定
期
預

金
に
例
え
ら
れ
る
基
金
の
活
用
と

共
に
、
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
、
単
年
度
で
は
な
く
中
長

期
計
画
に
沿
っ
た
財
政
運
営
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

た
だ
、
中
長
期
計
画
に
よ
っ
て

織
り
込
み
済
み
で
は
あ
る
も
の
の
、

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
町
村

合
併
の
特
例
措
置
で
あ
る
合
併
算

定
替
（
上
島
町
一
本
で
算
出
す
る

の
で
な
く
、
合
併
し
な
か
っ
た
も

の
と
み
な
し
、
旧
町
村
ご
と
に
算

出
し
合
算
す
る
こ
と
か
ら
、
交
付

税
額
は
増
え
る
。
平
成
20
年
度
で

約
７
億
２
千
万
円
の
増
加
。）
が

平
成
26
年
度
で
満
額
措
置
の
終

了
、
そ
の
後
５
年
間
で
段
階
的
に

減
額
さ
れ
、
平
成
32
年
度
に
特
例

措
置
は
終
了
し
ま
す
。
試
算
で
は
、

本
年
度
に
比
較
し
年
間
約
15
億
円

の
収
入
減
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、

こ
の
穴
埋
め
の
た
め
に
は
、
経
常

経
費
を
中
心
と
し
た
歳
出
削
減
と

産
業
振
興
等
に
よ
る
町
税
確
保
を

図
り
、
交
付
税
へ
の
依
存
を
少
し

で
も
減
ら
す
ま
ち
づ
く
り
が
必
要

で
あ
り
、
負
担
を
次
の
世
代
に
委

ね
る
こ
と
の
な
い
身
の
丈
に
あ
っ

た
行
財
政
運
営
が
私
達
世
代
の
義

務
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
平
成
18
年
３
月
に
上
島

町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
現

在
行
政
改
革
の
推
進
に
向
け
て
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
20
年
５
月

末
の
行
政
改
革
進
捗
状
況
は
、
事

務
事
業
の
整
理
・
合
理
化
等
全
57

項
目
中
、
達
成
度
満
点
の
10
点
が

５
項
目
、
９
点
が
12
項
目
、
８
点

が
18
項
目
な
ど
で
、
平
均
す
る
と

7.2
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
全
て
の
項
目
が
10
点
満

点
に
近
づ
く
よ
う
、
職
員
の
定
数

削
減
を
は
じ
め
更
な
る
行
政
改
革

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議

会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
議
員
定
数

の
見
直
し
や
経
費
削
減
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
の
４
年
間
、
行
政
に
携

わ
る
全
て
の
者
は
小
さ
な
事
に
と

ら
わ
れ
ず
、
切
磋
琢
磨
し
、
肩
を

組
み
、
手
を
取
り
合
い
、
足
並
み

を
揃
え
、
一
致
団
結
し
て
協
力
し

あ
う
こ
と
を
お
願
い
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
尽



■
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

（
１
議
案
）

毎
木
　
正
博
（
弓
削
）

―
同
　
　
意
―

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

（
１
議
案
）

小
澤
　
宏
次
（
弓
削
）

―
同
　
　
意
―

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
１
議
案
）

松
原
　
彌
一
（
魚
島
）

―
同
　
　
意
―

11
月
14
日
の
臨
時
会
に
お
い

て
、
正
副
議
長
・
各
委
員
会
委
員

が
選
出
さ
れ
、
議
会
構
成
が
次
の

よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

■
議
　
長土

居
　
計
彦

■
副
議
長前

田
　
省
二

■
常
任
委
員
会

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

◇
総
務
委
員
会

◎
松
浦
　
明
広

○
濱
田
　
高
嘉

亀
井
　
文
男

原
山
　
公
男

岡
島
　
政
則

松
原
　
彌
一

◇
産
業
建
設
委
員
会

◎
大
西
　
宗
一

○
宮
脇
　
　
馨

蔵
谷
　
重
文

村
上
　
　
要

池
本
　
興
治

土
居
　
計
彦

◇
文
教
厚
生
委
員
会

◎
竹
林
　
秀
夫

○
新
川
　
　
健

檜
垣
　
一
成

濱
田
　
勝
祐

原
　
　
博
彦

前
田
　
省
二

■
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

松
原
　
彌
一

■
社
会
福
祉
協
議
会

◇
理
　
事

新
川
　
　
健

◇
評
議
員

濱
田
　
勝
祐
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上
島
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん土居

ど い

計彦
かずひこ

（68）
弓削　無現②

前
まえ

田
だ

省二
しょうじ

（54）
弓削　無現②

松原
まつばら

彌
や

一
いち

（70）
魚島　無現②

池本
いけもと

興
こう

治
じ

（68）
生名　無現②

原
はら

博彦
ひろひこ

（65）
岩城　無現②

濱
はま

田
だ

勝祐
かつすけ

（63）
生名　無現②

竹林
たけばやし

秀
ひで

夫
お

（63）
弓削　無現②

岡島
おかじま

政則
まさのり

（61）
弓削　無現②

新川
しんかわ

健
たけし

（60）
岩城　無現②

大西
おおにし

宗一
そういち

（60）
魚島　無現②

村上
むらかみ

要
かなめ

（60）
弓削　無現②

松浦
まつうら

明広
あきひろ

（60）
岩城　無現②

原山
はらやま

公
きみ

男
お

（59）
生名　無現②

濱
はま

田
だ

高嘉
たかよし

（67）
弓削　無新①

檜
ひ

垣
がき

一成
かずなり

（63）
弓削　無新①

亀
かめ

井
い

文
ふみ

男
お

（60）
岩城　無新①

蔵谷
くらたに

重文
しげふみ

（59）
生名　無新①

宮脇
みやわき

馨
かおる

（57）
岩城　無新①

議
席
順
に
掲
載
。（
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
選
挙
区
、
所
属
政
党
、

新
旧
別
、
当
選
回
数
）
敬
称
略
。

力
に
よ
り
上
島
町
は
愛
媛
県
に
お

い
て
も
評
価
の
高
い
町
に
な
り
ま

し
た
。
自
主
的
な
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
率
は
愛
媛
県
で
一
番

で
あ
り
、
上
島
町
財
政
に
お
い
て

も
実
質
公
債
費
比
率
を
改
善
し
将

来
の
財
政
危
険
度
を
示
す
将
来
負

担
比
率
も
愛
媛
県
で
上
位
の
成
績

で
す
。

し
か
し
、
一
部
で
は
あ
り
ま
す

が
未
だ
に
残
る
島
独
特
の
個
人
主

義
に
よ
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策

に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
町
民
に

と
っ
て
不
利
益
な
状
況
も
生
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

本
当
の
豊
か
さ
と
は
「
心
の
豊

か
さ
」
で
あ
り
、
小
さ
な
島
の
財

政
力
が
弱
い
上
島
町
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
個
人
的
な
利
害
関
係
は
我

が
身
を
犠
牲
に
し
て
他
人
の
た
め

に
尽
く
す
「
仁
」
の
精
神
に
置
き

換
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
近
き
者
悦
び
遠
き
者
来
る
」
と

の
２
千
年
以
上
前
の
故
事
に
習
い
、

全
て
は
上
島
町
民
の
た
め
、
子
供

達
の
将
来
の
た
め
に
、
理
事
者
、

議
会
、
町
民
が
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

「
私
た
ち
は
す
で
に
魚
島
村
や

生
名
村
や
岩
城
村
や
弓
削
町
の
寄

せ
集
め
で
は
な
く
、
上
島
町
民
な

の
で
す
。」

そ
の
後
、
次
の
審
議
が
さ
れ

ま
し
た
。

議
案
の
主
な
内
容

及
び
議
決
結
果

議
会
構
成
決
定

議 長議 長議 長議 長議 長議 長議 長議 長議 長議 長議 長議 長議 長議 長議 長議 長議 長議 長 副議長副議長副議長副議長副議長副議長副議長副議長副議長副議長副議長副議長副議長副議長副議長副議長副議長副議長
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平
成
20
年
上
島
町
議
会
第
3

回
臨
時
会
が
10
月
20
日
に
招
集

さ
れ
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
20
年

第
3
回
臨
時
会

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て●
上
島
町
小
漕
地
区
造
船
振
興
用

地
造
成
工
事

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
４
億
９
５
０
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

松
山
市
千
舟
町
４
丁
目
４
番
地
３

五
洋
建
設
株
式
会
社
四
国
支
店

執
行
役
員
支
店
長
　
荒
木
正
美

―
可
　
　
決
―

■
工
事
請
負
契
約
の
締
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国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内国民年金保険料納付のご案内
国民年金保険料は、金融機関やコンビニエンスストアで納付することができます。
平成20年10月より愛媛県内の社会保険事務所では、国民年金保険料の未納となっている方に対
する「電話や文書による納付督励」や「戸別訪問による納付督励及び保険料の収納業務」につい
て、民間委託を実施しています。
これは、「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」に基づき、社会保険庁が行っ
てきた事業に民間事業者の参入機会を拡げ、民間事業者の創意工夫やノウハウの活用により、低
コストでより良いサービスの提供を目指す「市場化テスト事業」として導入されたもので、社会
保険庁（愛媛社会保険事務局）から委託を受けた民間事業者が皆さんの年金受給権を確保するた
め電話や文書、戸別訪問などで国民年金保険料の納付のご案内を行っております。
納付督励業務を行う民間事業者
日立キャピタル債権回収株式会社　TEL 022－211－7290

（仙台コールセンター発信専用番号）
※　民間事業者に提供する個人情報は、納付督励を行ううえで必要となる国民年金保険料の未納
者情報に限定しており、また、取り扱いについても「個人情報の保護に関する法律（平成15年
法律第57条）」や本事業に係る委託契約等により、目的外使用や閲覧、漏洩、複写等を禁じる
など厳格な安全管理措置を講じております。
※　民間事業者の電話による納付督励については、民間事業者が設置したコールセンター（県外
の拠点）から行います。

なお、一定の所得がありながら再三の納付督励にも応じない方に対して、最終催告状の送付を
行い、さらに督促状を発行して指定期限までに納付されない方については、社会保険事務所の職
員が強制徴収（差押え）を実施しています。




